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▲加古川市で運行中の乗合タクシー
　（乗客定員９人）

▲国保の相談窓口

▲岐南町のデマンド型タクシーのイメージ▲南小で学ぶ子どもたち

宮宅　良

山本  雅之

問　

高
齢
化
の
進
展
、
身
体

的
や
子
育
て
中
な
ど
の
理
由

に
よ
っ
て
、
既
存
の
移
動
手

段
で
は
補
う
こ
と
が
で
き
な

い
交
通
弱
者
に
対
す
る
地
域

公
共
交
通
の
必
要
性
が
高
ま

っ
て
い
る
。
誰
も
が
利
用
で

き
る
地
域
公
共
交
通
は
不
可

欠
で
あ
り
、
充
実
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

答　

交
通
空
白
地
域
の
解
消

と
住
民
の
利
便
性
向
上
を
図

る
と
い
う
公
益
的
な
観
点
か

ら
、
住
民
の
身
近
な
移
動
手

段
を
確
保
す
る
。い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
利
用

で
き
る
こ
と
を
目
指
し
、
そ

の
実
現
に
向
け
具
体
的
な
検

問　

コ
ミ
バ
ス
に
は
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
な
ど
車
両
の
違
い
、

ま
た
巡
回
型
と
目
的
地
ま
で

最
短
コ
ー
ス
で
行
く
デ
マ
ン

ド
方
式
予
約
型
な
ど
の
タ
イ

プ
が
あ
る
。
ど
れ
も
長
所
短

所
が
あ
り
、
地
域
性
や
交
通

事
情
、
費
用
対
効
果
な
ど
導

入
に
は
十
分
な
検
証
が
必
要

で
あ
る
。
高
齢
者
や
子
育
て

世
代
、
移
動
手
段
を
持
た
な

い
人
を
中
心
に
公
共
交
通
の

利
便
性
向
上
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
が
あ
る
と
あ
る
が
、
公
共

交
通
を
一
番
必
要
と
す
る
買

物
や
通
院
に
支
障
が
あ
る
交

通
弱
者
の
こ
と
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
交
通

一

般

質

問

政風会

無所属

地域公共交通の充実を

コミバス導入の検証は

身近な移動手段を確保する

住民意向調査を反映

町　長

角田理事

松岡  光子

田中  久子

問　

国
の
保
険
者
支
援
金
約

１
７
０
０
億
円
は
、
低
所
得

者
へ
の
保
険
税
軽
減
の
た
め

に
使
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
播
磨
町
も
保
険
税
引
き

下
げ
に
使
う
べ
き
と
考
え
る

が
、
町
に
は
い
く
ら
入
る
の

か
。
ま
た
、軽
減
対
象
者
は
。

答　

２
０
６
９
万
８
千
円
を

見
込
ん
で
い
る
。
世
帯
の
前

年
度
所
得
に
よ
り
７
割
軽
減

１
４
０
７
世
帯
、
５
割
軽
減

727
世
帯
、２
割
軽
減
816
世
帯
、

合
計
２
９
５
０
世
帯
と
な
っ

て
い
る
。

問　

国
保
加
入
者
の
中
に
は

保
険
税
が
高
い
と
感
じ
て
い

問　

小
学
校
１
年
生
の
30
人

学
級
編
成
を
実
施
す
れ
ば
予

算
は
い
く
ら
増
額
す
る
の
か
。

ま
た
実
施
の
考
え
は
。

答　

各
学
校
で
１
学
級
増
や

せ
ば
実
現
で
き
、
教
員
４
名

分
の
給
与
約
２
千
万
円
が
必

要
と
な
る
。
し
か
し
、
教
科

専
門
指
導
教
諭
や
ス
ク
ー
ル

ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
配
置
し
、

町
独
自
の
教
育
の
更
な
る
充

実
に
努
め
る
た
め
、
現
段
階

で
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

不
登
校
、
い
じ
め
の
実

態
と
そ
の
対
策
は
。

答　

平
成
26
年
度
不
登
校
児

童
は
43
名
、い
じ
め
は
２
件
。

る
人
も
多
い
。
支
援
金
を
利

用
し
て
保
険
税
の
値
下
げ
を

実
施
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
が
、
そ
の
自
治
体
で
は
所

得
割
の
税
率
を
引
き
下
げ
、

世
帯
当
た
り
６
７
０
８
円
、

一
人
当
た
り
４
１
３
３
円
の

値
下
げ
を
し
て
い
る
。
町
で

は
で
き
な
い
の
か
。

答　

国
保
事
業
は
事
業
の
中

で
収
支
す
る
も
の
で
あ
り
、

支
援
金
は
、
町
の
国
保
財
政

を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
町
に

交
付
さ
れ
る
も
の
。
税
率
を

一
時
的
に
下
げ
る
考
え
は
な

い
。

問　

国
保
財
政
調
整
基
金
の

残
高
と
推
移
、
活
用
は
。

答　

平
成
26
年
度
末
残
高
は
、

６
億
３
２
１
万
７
千
円
で
減

少
傾
向
に
あ
る
。
平
成
27
年

度
基
金
保
有
基
準
額
は
、
６

億
９
５
０
３
万
７
千
円
で
あ

る
。
活
用
は
、
今
後
の
保
険

料
率
が
不
明
で
あ
り
、
広
域

化
後
に
税
率
が
著
し
く
上
昇

し
た
場
合
、
調
整
に
活
用
し

た
い
。

そ
の
他
の
質
問

▼
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
は

一

般

質

問

日本共産党

日本共産党

支援金で国保税引き下げを

30人学級の実施を

一時的に下げる考えはない

町独自の教育の充実に

福田理事

教育長

ここを　  うここを　  う問問町政

弱
者
に
対
す
る
調
査
が
必
要

で
は
。

答　

地
域
公
共
交
通
会
議
の

施
策
に
子
育
て
世
代
・
高
齢

者
な
ど
の
外
出
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
定
め
、
利
便
性

の
向
上
を
考
え
て
い
る
。
こ

の
中
に
は
、
買
物
に
支
障
が

あ
る
高
齢
者
な
ど
も
含
む
。

　

住
民
意
向
調
査
の
結
果
か

ら
、
通
院
に
対
し
て
も
意
向

を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
る
。

問　

播
磨
町
と
特
徴
が
非
常

に
よ
く
似
た
岐
阜
県
岐
南
町

で
は
、
空
気
バ
ス
と
の
批
判

か
ら
出
前
タ
ク
シ
ー
に
切
り

か
え
た
。
バ
ス
の
運
行
経
費

は
１
千
万
円
（
利
用
者
一
万

五
千
人
）、
タ
ク
シ
ー
で
は

90
万
円（
利
用
者
千
七
百
人
）

と
経
費
削
減
効
果
が
高
く
、

住
民
の
評
価
も
良
好
だ
そ
う

だ
。
こ
の
よ
う
な
先
進
地
を

よ
く
研
究
し
、
住
民
へ
の
説

明
が
必
要
で
は
。

答　

交
通
会
議
で
住
民
意
向

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
施

策
の
方
向
性
を
定
め
、
巡
回

す
る
交
通
サ
ー
ビ
ス
導
入
方

針
を
検
討
し
た
。
住
民
に
対

し
て
は
、
広
報
は
り
ま
10
月

号
に
交
通
会
議
か
ら
の
報
告

を
掲
載
す
る
。

討
を
進
め
て
い
る
。

問　

地
方
バ
ス
等
公
共
交
通

維
持
対
策
と
し
て
補
助
を
行

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
既
存

の
路
線
バ
ス
を
維
持
し
、
発

展
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
民
業
圧
迫
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

答　

検
討
中
の
交
通
手
段
は

路
線
バ
ス
を
補
完
す
る
も
の

で
あ
り
、
既
存
の
路
線
バ
ス

で
は
困
難
で
あ
る
道
路
幅
員

が
狭
小
な
地
域
な
ど
へ
の
乗

り
入
れ
を
考
え
て
い
る
。

問　

事
業
コ
ス
ト
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答　

10
人
乗
り
の
車
両
を
想

定
し
て
お
り
、
事
業
コ
ス
ト

の
削
減
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
誘
致
を

町
独
自
の
補
助
を

検
討
す
る

福
田
理
事

問　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
誘

致
を
早
期
に
実
現
す
る
た
め
、

思
い
切
っ
た
方
策
を
。

答　

土
地
建
物
の
提
供
は
困

難
な
た
め
、
国
や
県
の
補
助

に
加
え
て
町
独
自
の
補
助
を

検
討
し
て
い
る
。
決
定
す
れ

ば
事
業
所
に
お
知
ら
せ
す
る
。

情
報
を
共
有
化
し
、
未
然
防

止
・
早
期
発
見
対
応
に
努
め

て
い
る
。

問　

教
員
の
多
忙
が
常
態
化

し
て
い
る
が
、そ
の
対
策
は
。

答　

県
の
「
教
職
員
の
勤
務

時
間
適
正
化
プ
ラ
ン
」
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
今
年
度

は
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
。

個
人
番
号
の
取
り
扱
い
は

相
談
窓
口
を

設
置
し
て
対
応

福
田
理
事

問　

個
人
番
号
を
取
り
扱
う

職
員
や
整
備
充
実
の
考
え
は
。

答　

本
年
10
月
か
ら
臨
時
職

員
１
名
を
増
員
し
、
専
用
電

話
と
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
。

問　

住
民
に
個
人
番
号
管
理

の
注
意
を
十
分
に
啓
発
実
施

す
べ
き
で
は
。

答　

広
報
は
り
ま
で
継
続
的

に
広
報
し
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
普
及
拡
大
を
兼
ね
て
チ

ラ
シ
を
全
戸
配
布
す
る
予
定
。

問　

個
人
番
号
の
利
用
の
拡

大
で
住
民
の
不
利
益
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

答　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
の
よ
う
に
、
住
民
の
利
便

性
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の

を
検
討
し
て
い
く
。


